



























































講座は、定員上限18名の集団指導とし、月1回、 5 回 1 クール/6ケ月問と
して開催した。医師1名、管理栄養士5名から成るチームで指導を行い幼、講















者94名の中から、講座 1回目の BM1が22.okg/m2 以上 25.0/m2 未満であった





















なお、統計学的評価には、統計兆琳斤ソフト Spss ver、 U.0 (エス・ピー・エ
ス・エス株式会社、東京)を用いた。
講座では、受講生にバランス型紙を用いた献立作成方法を教授した。また、「た



































































































































1群、Ⅱ群それぞれの、講座1回目と 5回目の体重を図3 に示した。 1群で
は、講座 1 回目の体重57.4土4.okgが5 回目には53.7士4.2kg に有意に減少し、


































は、講座 11可目の腹囲91.9士4.6Cmが5 回目には86.9土4.7Cm に有意に減少し、






































率を図 6 に示した。 1群では、講座 1 回目の骨格筋率 34.8士1.9%が5 回目に
は36.1土2.1%に増加し、Ⅱ群では、講座 1 回目の骨格筋率33.0士1.8%が5 回
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